
問
「
沼
津
市
長
期
財
政
に
関
す
る
試
算
」

の
基
礎
デ
ー
タ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
将
来

人
口
の
予
測
値
は
、
試
算
結
果
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
デ
ー
タ
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
の
基
礎
デ
ー
タ
に
は
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し

て
い
る
人
口
推
計
で
は
な
く
、
沼
津
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
人
口
推
計
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
目
標

値
で
あ
る
こ
の
数
値
を
試
算
の
算
定
に
活

用
す
る
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
考

え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

答
財
務
部
長
／
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
人
口
推
計
は
、
統
計
指
標

に
基
づ
き
、
機
械
的
に
試
算
し
た
も
の
で

問
今
後
、
財
政
的
に
影
響
を
与
え
る
沼

津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
、
香
陵
公
園
周

辺
整
備
事
業
、
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業

の
進
行
を
踏
ま
え
算
出
し
た
「
沼
津
市
長

期
財
政
に
関
す
る
試
算
」
に
お
い
て
、
前

提
と
し
て
見
込
む
地
方
交
付
税
の
増
額
な

ど
の
条
件
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
三
事
業

の
遂
行
は
不
可
能
と
考
え
る
が
、
そ
の
認

識
は
。

答
財
務
部
長
／
本
試
算
は
、
沼
津
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
、

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
な
ど
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
が
相
当
長
期
に
わ
た
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
現
在
及
び
将
来
の
財
政

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
し
た

問
現
在
、
道
の
駅
あ
り
方
検
討
委
員
会

に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
本
市

西
部
地
区
へ
の
道
の
駅
設
置
に
つ
い
て
、

建
設
候
補
地
の
決
定
と
実
現
に
向
け
た
具

体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
企
画
部
長
／
建
設
候
補
地
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
お
い

て
面
積
、
土
地
の
利
用
状
況
、
法
規
制
等

の
諸
条
件
を
整
理
し
た
上
で
候
補
地
案
を

二
案
提
示
し
た
。
今
後
は
、
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
や
周
辺
環
境
と
の
調
和
な
ど
立

地
特
性
を
整
理
し
、
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
候
補
地
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
開
駅
に
向
け
て
は
、

関
係
機
関
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設
置
し
、

問
取
得
済
み
の
鉄
道
施
設
移
転
用
地
は
、

鉄
道
高
架
事
業
を
中
止
し
た
と
し
て
も
、

他
の
目
的
で
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
取
得
済
み

の
鉄
道
施
設
移
転
用
地
は
広
大
で
、
細
長

い
形
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
事
業
以
外
へ

の
利
活
用
は
し
に
く
い
も
の
と
考
え
る
。

そ
の
中
で
も
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
は
、

取
得
済
み
用
地
と
未
取
得
用
地
が
混
在
し

て
い
る
た
め
一
体
的
な
利
用
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
こ

と
は
困
難
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
沼
津
や
イ
ー
ラ
ｄ
ｅ
、
プ

ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
完
成
後
に
お
い
て
も
、
橋

あ
る
の
に
対
し
、
沼
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
人
口
推
計
は
、

人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
る
た
め
の
施

策
の
効
果
を
勘
案
し
た
上
で
の
推
計
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
施
策
の
経
費
を
本
試
算

で
も
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
の
人
口
推
計
を
活
用
し
て
試
算
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

外
部
有
識
者
に
よ
る
審
議
を
重
ね
る
と
と

も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
に
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
市
民
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
作
成
し
た
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

試
算
の
算
定
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
人
口
推

計
を
用
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

も
の
で
あ
る
。
本
試
算
に
お
け
る
地
方
交

付
税
は
、
現
制
度
に
お
け
る
国
と
地
方
の

役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
見
込
ん
だ
も
の
で

あ
る
た
め
、
本
条
件
は
、
客
観
的
か
つ
妥

当
性
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
鉄
道
高
架
事
業
の
事
業
効
果
の
一
指

標
で
あ
る
費
用
便
益
分
析
（
Ｂ
／
Ｃ
）
の

値
が
上
が
る
状
況
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
費
用
便
益

分
析
は
、
算
出
年
度
を
基
準
と
し
、
将
来

の
便
益
を
現
在
の
価
値
と
し
て
算
出
す
る

も
の
で
、
供
用
開
始
が
延
び
る
ほ
ど
数
値

は
低
下
し
、
現
基
準
で
は
上
が
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。
数
値
が
上
が
る
場
合

は
算
定
基
準
が
変
わ
る
場
合
だ
と
考
え
る
。

地
元
等
と
協
議
し
な
が
ら
基
本
構
想
及
び

基
本
計
画
の
策
定
、
用
地
買
収
、
施
設
設

計
、
建
設
工
事
の
順
を
経
る
た
め
、
開
駅

予
定
時
期
は
明
示
で
き
な
い
が
、
着
実
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
産
品
の
使

用
比
率
を
上
げ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
現
在
、
地
元
産
品

の
供
給
体
制
づ
く
り
を
担
う
専
門
家
を
派

遣
す
る
農
林
水
産
省
の
事
業
で
あ
る
地
産

地
消
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
に
応

募
し
て
い
る
。
今
後
、
専
門
家
を
活
用
し

な
が
ら
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
産
品

の
活
用
を
図
る
新
し
い
取
り
組
み
体
制
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上
駅
化
で
は
な
く
、
さ
ら
に
莫
大
な
費
用

を
か
け
て
高
架
化
す
る
理
由
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
橋
上
駅
化

で
は
、
駅
直
近
の
歩
行
者
の
利
便
性
は
向

上
す
る
も
の
の
、
市
街
地
は
一
体
化
せ
ず
、

駅
周
辺
の
回
遊
性
が
向
上
し
な
い
こ
と
や

交
通
環
境
も
改
善
さ
れ
ず
事
業
の
波
及
効

果
が
限
定
的
に
な
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
高

架
事
業
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

鉄
道
高
架
事
業
の
施
工
期
間
中
に
お
い
て

も
、
南
北
の
歩
行
者
の
行
き
来
を
便
利
に

す
る
た
め
に
、
現
在
、
県
か
ら
鉄
道
事
業

者
に
工
事
期
間
中
の
仮
設
の
南
北
自
由
通

路
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

江
本
　
浩
二

山
下
　
富
美
子

殿
岡
　
修

久
保
田
　
吉
光

「沼津市長期財政に関する試算」の
基礎データに活用した数値の妥当性は

「沼津市長期財政に関する試算」に
おいて見込む財源の妥当性は

鉄道高架事業を中止した場合の
取得済み用地の利活用に対する認識は

本市西部地区への道の駅設置に向けた
候補地決定と具体的スケジュールは

一 般 質 問市政について問う！
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